令和７年度　第３回医療介護連携推進委員会　会議録

１　日時　
令和８年２月１８日（水）午後１時３０分から午後２時１０分
２　場所
碧南市役所６階　第２委員会室
３　出席者及び欠席者
(1) 出席者（１４名）
　　長田　和久、小林　正人、中井　敏子、金澤　英俊、野村　恭子、松井　知子、
中西　知加子、沢井　智美、石川　智宏、本多　輝行、藤本　一仁、鈴木　真穂、
古澤　悟、成瀬　京子
(2) 欠席者（３名）
　池田　史明、太田　正則、小田　高司
(3) 事務局（３名）
高齢介護課長 小林　圭介、
地域支援係係長　羽佐田　美和子
地域支援係　社会福祉士　齊木　鉄馬
４　傍聴者
　　０人
５　議題
(1) 令和７年度　在宅医療・介護市民講座について【資料１】
(2) 在宅医療・介護連携推進事業　令和８年度事業計画について【資料２】【資料３】
(3) はなしょうぶネットワーク（電子＠連絡帳）の利用登録状況について【資料４】
(4) はなしょうぶネットワーク(電子＠連絡帳)を利用することができる施設等の承認について【資料５】
６　議事の要旨
(1) 会長あいさつ
出席ありがとうございます。皆さんの活発な意見をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。また、はなしょうぶネットワークもアップデートがあったとのことで説明を頂きたい。
(2) 議題
ア　令和７年度　在宅医療・介護市民講座について【資料１】
事務局）資料に沿って報告。
　  　Ａ委員）当日の様子は、録画しているか。
　　　事務局）録画は行っていない。
　　　Ａ委員）今後、録画をしてホームページ等に掲載してもらえると多くの人が見てもらうことが出来るのではないかと感じた。
　　　Ｂ委員）地域包括支援センターの職員が、地域住民から暮らしている地区によっては会場に行くことが困難との声も上がっていた。
　　　Ｃ委員）市はYouTubeのアカウントを持っていないのか。
　　　事務局）持っている。
　　　Ａ委員）LINEで配信してはどうか。
　　　事務局）ご意見ありがとうございます。前向きに検討していきます。
　　　Ｃ委員）LINEでの配信について、PCと違って画面が小さいため、多くの人が気にす
るように工夫が必要だと思う。
イ　在宅医療・介護連携推進事業　令和８年度事業計画について【資料２】【資料３】
事務局、Ｂ委員）資料に沿って報告。
（※質疑なし）
ウ　はなしょうぶネットワーク（電子＠連絡帳）の利用登録状況について【資料４】
　事務局）この度、令和８年２月２日に５年ぶりのバージョンアップがありました。それにより、直ぐにログインができなくなることはありませんが、令和８年７月までに新たな証明書を発行してインストールをする必要がありますのでご注意ください。必要に応じ出張での対応も行う旨を説明。その後、資料に沿って報告。
Ｃ委員）廃止された事業所と加入した事業所があるため、前回の報告時と数字的には変わらないとの説明であったが、加入した事業所数はいくつか。
事務局）３事業所である。
Ｂ委員）関係者からの意見を代弁。介護事業所の休業日や空き情報等が分かるようになっていると住民に対し適切な情報共有を行うことが可能である。現状は、空き情報などの紙をもらい提示しているため情報が古いものもある。
事務局）はなしょうぶネットワークの機能として、医療機関や施設の休診日や休業日、空き状況などを入力することは可能である。しかし、行政か入力に対し強制を行うことはできないため、事業所ごとの判断となる。
Ｂ委員）碧南市サービス機関連絡協議会にて周知はできないか。
Ｄ委員）促しをすることは可能であるが、空き情報などを適切に入力することは困難であると思われる。一度、碧南市サービス機関連絡協議会にて検討していく。
エ　はなしょうぶネットワーク(電子＠連絡帳)を利用することができる施設等の承認について【資料５】
事務局）資料に沿って説明。
　　　Ｃ委員）ゴールドエイジ碧南とは、どのような施設か。
　　　Ｄ委員）有料老人ホームである。
　　　Ｃ委員）この２つの事業所について、委員で確認したいことはないか。
　　　全委員）ない。
　　　Ｃ委員）まず、“就労継続支援B型事業所サンたなお”について、承認される方は挙手をお願いします。
　　　全委員）挙手。
　　　Ｃ委員）続いて、“ゴールドエイジ碧南”について、承認される方は挙手をお願いします。
全委員）挙手。
Ｃ委員）２つの事業所共に満場一致で承認とさせていただきます。
Ｂ委員）関係者からの意見を代弁。複合的な課題を持った対象者が増えてきている。
利用規約に規定されていないので利用が出来ないと参加を断られることがある。
Ｃ委員）利用規約に明記されていない事業所等については、この会議で承認を得られれば利用可能になるため協議を行えばよい。
　　　事務局）市として、利用規約に明記されていないからとの理由で拒否をしたことはない。そのため、ケアマネジャー等が対象者を支援する際に必要に応じはなしょうぶネットワークの参加促しをして欲しい。また、歯科医師会より、口腔ケアが重要になることもあるため、プロジェクトチームに必要に応じて参加させてほしいとの依頼があった旨を説明。
　　　Ｃ委員）口腔ケアなどがフレイル予防などで大切であると感じる。そのため、歯科医師会については、はなしょうぶネットワークの参加数を増やす必要があると思う。
（3）その他連絡事項
事務局）令和８年度の第１回目の委員会は、令和８年６月で開催を予定しています。
